
名工大ホモトピー論集会０５－２

文部科学省科学研究費基盤研究 課題番号 代表 南 範彦

による研究集会を開催致しますのでご案内申し上げます

日時 年 月 日 水 月 日 木

会場 名古屋市昭和区御器所町

名古屋工業大学・２号館 正門正面に見える建物 ・Ｆ２講義室 １階

・名 古 屋 工 業 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ の キャン パ ス 案 内

には、以下の情報へのリンクが張られています。

１ 所在地　（名工大近郊の地図による案内があります。

２ 交通案内（主な公共交通機関の路線図と名工大までの経路の案内があり

ます。

３ 建物配置図（名工大敷地内の建物の案内があります。）

　

講演者 田中祐二 名古屋大学大学院多元数理研究科

講演題名 高次元ゲージ理論と正則 不変量

この講演では高次元ゲージ理論における以下の事柄につい

ての解説を行う：

プログラム　

高次元での コンパクト性定理

高次元での特異性除去定理

正則 不変量

不変量と 不変量

Administrator
楕円



その簡単な内容と主要な参考文献は以下の通りである：まず

らによるゲージ理論の複素 次元多様体および例外型ホロノミー

群を持つ多様体上への拡張に関するプログラム の解説を行う．次に

らによる高次元における反双対接続である 反双対接続に対するある種のコ

ンパクト性定理 と特異性除去定理 の解説を行う．そして， に

より 次元 多様体上に定義された，実 次元多様体上の 不

変量の類似である，正則 不変量 の解説を行う．最後に，

らによる 不変量と

不変量のある種の同値性に関する予想 の解説を行う．

プログラム

３月９日（水 午後

講演０１ 講演０２

３月１０日（木 　午前

講演０３ 講演０４

３月１０日（木）午後

講演０５ 講演０６

問い合わせ先：南 範彦 名古屋工業大学・おもひ領域）
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